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インド思想とエコ・フィロソフィ
ー水をめぐるインドの自然観一
宮本久義
はじめに：　　ガンジス川の沐浴風景から見えてくるもの
　インドを代表するイメージとして、日本のテレビや雑誌でもっともよく紹介されるもの
の一っは、ガンジス川の沐浴風景であろうc聖地の岸辺でサーリーを着たまま水を浴びて
いる女性たちの姿は、インド・イメージの定番となった感がある。一心に祈りを捧げる人々
の表情からは、たしかに厳粛な宗教的雰囲気が感じられる。しかしそれと同時に、インド
は暑くて貧しい国だから多少汚い川で水を浴びるのも当然だろう、と思う人もいるかも知
れない，：けれど、冬にも身を切るような冷たい水に頭から浸かり、また家に水浴び場があ
る人でもやって来るので、暑くて貧しい国だからというのは当たらない。それにガンジス
川の水は、後述するように工場廃水流入の問題などはあるものの、上流域はもとより中流
域でも雨季を除けばかなり澄んでいて、日本の都会を流れる川がようやく魚が戻ってきた
と報道されるのとは大違いである，
　そんなことを考え合わせると、ガンジス川の沐浴風景から感じられる宗教的雰囲気には、
やはり特別な意味があると思われる。その理由を一言でいえば、ガンジスの水がただの水
ではなく、聖なる水であるという信仰からきている，それではそのような聖水信仰はどの
ように形成されてきたのだろうか。
1．　インド精神文化の源泉としての水
　紀元前2350年から1750年ころまで栄えたインダス文明は、その名の通りインダス川の
恵みを受けつつ発達したが、その中心的都市モエンジョ・ダーロは、整然とした都市計画
にしたがって造られたことで有名である。家屋の隅には水浴び場がもうけられ、配水管を
伝わって外の共同排水溝に流れるようになっている。またこの遺跡には王権を誇示するよ
うな壮大な構築物が見られないかわりに、焼きレンガ造りの大浴場と思われるものが発掘
されている。タテ・ヨコ12×7メートル、深さ2・5メートルで、南北に階段があり、
立派な排水溝もつけられている。現在ヒンドゥー教の寺院の脇などに付設されている沐浴
場に似ているので、インダス文明の時代からインドでは沐浴が重んじられていたとも考え
られる．
2．　マトリックス（母胎）としての水
　インダス文明の衰退と相前後するように、西方からインドの地に移動してきたのがアー
リヤ人たちである。彼らによって前1200年ころに編纂された神々への讃歌集『リグ・ヴェ
ーダ』のなかには、何種類かの世界創造に関する讃歌があるが、そのうちのいくつかでは
水が重要な位置を占めている，例えば、「宇宙開閥の歌」では、中性的な根本原理である「唯
一物」が原初の水にたゆたっているイメージが呈示されている。
「そのとき（太初において）無もなかりき、有もなかりき、空界もなかりき、
36 第一一回　シンポジウム　　「エコ・フィロソフィ」の構築をめざして
その上の天もなかりき、何ものか発動せし、いずこに、誰の庇護の下．
深くして測るべからざる水は存在せりや，
そのとき、死もなかりき、不死もなかりき．夜と昼との標識（日月・星辰）もなかり
き、かの唯一t物（中性の根本原理）は、自力により風なく呼吸せり　（生存の徴候）．
これよりほかに何ものも存在せざりき，！（辻直四郎訳、以下同様）
『リグ・ヴコ・一ダ讃歌』宇宙開閥の歌（RV．10．129）より
　また，「タパス（熱力）の歌」では、タバスから夜（暗黒）、夜から大海（原初の水）が
生じ、大海から時間や空間など現象世界を構成する諸要素が生じるという．
「浪だつ大海より歳（時間）は生じたり、昼夜を配分し、
一切の瞬くもの（生物）を支配する歳は，J
『リグ・ヴェーダ讃歌』タパスの歌（RV．］0．190）より
さらに、「造一切者の歌」では、水は創造者さえ孕む母胎であることが示唆される。
「天のかなた、この地のかなた、神々とアスラらとのかなたにあるもの、
水（原初の水）が最初の胎児として孕みしものは、そも何なりしや」
『リグ・ヴェーダ讃歌』造．一切者の歌（RV．10．82）より
　これらの創造神話で語られる原初の海とは、あらゆるものを生み出す母胎（マトリック
ス）としての水である。
3．　天界の水・地上の水
　またこのいわば天界の水は地上の水とも照応している．『リグ・ヴェーダ』には英雄神イ
ンドラが天の水を支配していた悪蛇ヴリトラを退治して、堰を切って地上に水をもたらし
た、という讃歌がある。これは雨季の到来を語っているともいわれるが、地上の水が天界
の水と通低していると考えられていたことがわかる。
4．　水の循環のアナロジーとしての輪廻思想
　ヴェーダ時代に続いて前500年を中心に前後数百年の間に数々のウパニシャッド（奥義
書）聖典が編纂されたが、その中には輪廻の思想が出てくる。簡略化していえば、人は死
んで火葬に付されると、その霊魂は天に昇り、しばらくそこに留まった後、雨とともに地
上に降って食物となり、それを食べた男子の精子となり、最後に母胎に入って再生すると
いう考えである。これは自然現象に見られる水の蒸発と降雨という水の循環のアナロジー
（類比）とも考えられている。
5．　ウパニシャッド（奥義書）聖典の世界観・自然観
　ウパニシャッドの哲人たちは輪廻から自由になることを考究し、宇宙を成り立たせてい
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る根本原理、即ち万有に遍在する力であるブラフマン（梵）と、個人に内在する根本原理
で個人の本体であるアートマン（我）とは本来同一であるとする境地こそ解脱であると説
いた．：この「梵我一如」という思想は小宇宙（ミクロコスム）たる人間を大宇宙（マクロ
コスム）に重ね見る世界観、自然観であり、その後のインドの思想・文化に多大な影響を
及ぼした：t
6．　ヒンドゥー教における水の特性
　アーリヤ人たちは前10世紀から前5世紀にかけて、ガンジス川の上流域から中流域（現
在のウッタルフラデーシュ州やビハール州）あたりまで進出したが、ヴェーダやウパニシ
ャッドの思想や宗教を基盤に士着の民間信仰などを吸収しながら、次第に形成されていっ
たのがヒンドゥー教である。
　ヒンドゥー教の思想や神話では、水の特性あるいは力を示すのにさまざまなアナUジー
が使用されている。水が羊水や精液とのアナUジーとして語られるとき、それは限りない
生産力を示している。牛乳とのアナロジーは滋養力と慈母性を示している。さらに水には
神秘的な治癒力・変身力があるとされ、チヤヴァナ仙が水に入って若さを取り戻したとい
う神話に見られように、水を媒介とするメタモルフォーシスのモティーフも繰り返し語ら
れている。
　そして庶民にとって重要なのは、宗教的浄化力である。聖地で沐浴することによって、
それまでに蓄積された罪障が浄化されると考えられたのである、女神として崇拝されるガ
ンジスにはこれらの要素がすべて取り込まれているeすでに『リグ・ヴェーダ』のなかに
は河川崇拝の讃歌も含まれていたが、主としてインダス川やサラスヴァティー川に対して
のものであって、ガンジス川に対しての顕著な崇拝はまだ見られなかったcしかしガンジ
ス中流域に進出してくるこの時期あたりからガンジス崇拝が次第に醸成されることになる、
7．　聖なる水と解脱
　ガンジスは天界・地上・地下の三界を流れる川であるといわれる，神話によれば、ある
聖仙の呪いを受けて灰にされたままの祖先の罪障を浄めるために、子孫のバギーラタ王が
苦行し、神々に懇願したところ、天界を流れる川であり女神でもあるガンジスが、地上に
降ることになったのだという。地上に降下するときの衝撃を受け止めるため、いったんシ
ヴァ神の頭上に降り、そこから地上を2500キロにわたり東流し、ベンガル湾に注ぎ込むこ
とになる。以来、ガンジスは人々の罪障を浄化する川として崇拝され続けてきたが、イン
ドの数多くある川のなかで、特別の尊崇を集めている理由をまとめてみれば、まず西方か
ら到来したアーリヤ人が北部インドに住んだため、またシヴァ神信仰に結びつくヒマーラ
ヤ山脈に源泉を持ち、インド最長の川として水量が豊かであることが挙げられるcインド
では現在でも遠方まで水を汲みに行かなければならない地方があることを考えれば、ガン
ジス川流域に住む人々の恩恵は計り知れないものがある．こうして、川沿いの、ケ地条件の
良い場所や合流点などに聖地ができていくことになるc
　それらの聖地のうちでも、ヒンドゥー教徒が一生のうち一度は訪れたいと願うもっとも
重要な聖地と考えられているのがバナーラス（ヴァーラーナスィー、ベナレス）である。
バナーラスでは普段の沐浴はもとより、礼拝に使用する聖水を汲んだり、祭礼で飾られた
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神像を流したり、葬送儀礼で死者に最期の沐浴をさせたり遺灰を流したりというように、
ガンジスは日常生活や宗教儀礼に密接に結びついている，そしてほかのどの聖地よりもバ
ナーラスが重要視される理由は、バナーラスの聖域で死ねば即解脱が得られるという信仰
に支えられているからである．
8，　水辺に出来る整地
　インドの多くの聖地は川、海の岸辺に発達した。サンスクリット語で聖地を表す言葉「テ
ィールタ」は川の浅瀬などを意味するといわれるが、通俗的語源解釈では、此岸から彼岸
へ渡る場所、すなわち天界に通じる場所なのである。
　ガンジスでの沐浴風景の背景にある宗教的意味をたどってきたが、庶民にはそれと同時
に公衆浴場や露天風呂にでも入るような楽しみがあることはいうまでもない。広大なガン
ジスの岸辺に集まって近隣の顔見知りの人々と世間話をしながら水を浴びることほど気持
ちの良いことはない。まさに本来の意味でのリクリエーション（再生）であるといえる。
彼らを見ていると、現みの川としての母なる女神に抱かれて至福の時を愉しんでいるよう
にも見える。あるいは、胎内回帰願望が満たされる悦びといってよいのかもしれない。
9．　ガンジス川の汚染と浄化プロジェクト
　現在インドは猛スピードで近代化を推し進めているが、その過程でガンジス川に流れ込
む工場廃水などの問題も生じている。宗教的な意味で優iれた浄化力を持つとされるガンジ
ス川も、知らないあいだに水質汚濁が進んでいるのである。1970年代半ばからそれに
気付きはじめた人々が、80年代に入って浄化運動に取り組みはじめた。1982年に「清
浄なるガンジス運動」（ガンガー・スワッチュ・アビヤーン）を開始した民間団体のサンカ
ト・モーチャン財団の代表者ヴィールバドラ・ミシュラ氏は、運動を始めた理由を次のよ
うに述べている、
「ガンガーは私たちの母、私たちの保護者なのです、私たちは池のなかの魚と同じ
です。池がどんなによごれても、魚はどこにも逃げられないのです。」
　このような民間の運動に呼応して、政府も浄化プロジェクトを立ち上げた。ラージーヴ・
ガーンディー元首相は就任後すぐに「中央ガンジス川公共事業機関」を設立し、ガンジス
河川環境破壊の修復のために「ガンジス川行動計画」（Ganga　Action　Plan）が開始された。
水の恩恵に頼るところの多い庶民のためにも、ガンジス川浄化運動が徹底的かつ継続的に
進められることが望まれる．
おわりに：　　現代社会にインド精神文化の投げかける意味
　水をめぐるインドの自然観、とくにガンジス川に対するインドの人々の考え方を見てき
たc水はあらゆるものの母胎であり、ガンジスが天界・地上・地下の三界を流れる川であ
るといわれるように、水は天と地を結びつけるものとも考えられた、このような考えの背
景には、小宇宙（ミクロコスム）たる人間や地上世界を大宇宙（マクロコスム）に重ね見
る古代インドからの世界観・自然観がある。自然を人間から切り離して考えるという発想
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はインドには見られない，古代インドで考えられた梵我一如という思想を現代風に解釈す
るなら、物質と精神は別のものでありながら根本的には同じものであるということを説い
ているといえよう。IT時代の先端を走る現代インドにはさまざまの問題もあるが、今、エ
コ・フィロソフィを考えるにあたって、インドの人々の自然観から汲み取れるものは多い
と思う。
